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があり、2000 年度を起点とすると 2009 年度には特



































































中学校でも、7.3 人から 8.5 人で大きな差はなく、最
低の広島県が 5.0 人、最高の鳥取県が 11.7 人とほと
んどひらきはみられない。この結果、実質的にクラ
スター構造を決定しているのは、特別支援学級在籍






が 6.7 人の石川県と大分県から最高が 21.2 人の長野
県までばらつきが大きい。表 3 からも、小学校では
11.4 人から 18.8 人、中学校では 9.6 人から 14.0 人
とひらきがあることが示されている。また、通級指













































を基本としながら、図 3 と図 4 で見られた特徴に配
慮して類型化を行ったものである。図 2 のデンドロ
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特別支援教育の対象となる児童生徒の都道府県別比較
A Quantitative Analysis on the Types of Educational Setting for Students with Disabilities in Japan: 
Evidence from Regional Data
Rie YOKOUCHI1），Munehisa YOSHITOSHI2），Masafumi YANAGIHARA2）
1）The Joint Graduate School in Science of School Education, Hyogo University of Teacher Education
2）Division of Special Education, Faculty of Education Okayama University
Key words: Special needs education, Special school, Special class, Tuukyu（Resource room）
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横内　理絵・吉利　宗久・柳原　正文


























『ESD（持続発展教育）の 10 年』が 2005 年に始まっ

























































































　本論文では，2010 年 9 月 14 日〜 16 日（各日 1 〜
5 限目（1 時限あたり 90 分））に実施した集中講義を
対象として，その内容や結果の分析について述べる






　まず，1 日目（9/14）全日，2 日目（9/15）の 1，2





























































































多量の降水に見舞われる（Kato 1989a; 加藤 2002；
Kawamura and Murakami 1998; Ninomiya 1984; 
Ninomiya and Muraki 1986; Ninomiya and Mizuno 
1987）。一方，東シベリアが周辺海域よりも暖められ
る 6 〜 8 月を中心に出現するオホーツク海高気圧は，
異常気象としての冷夏や，東日本側の梅雨寒の発現
に密接に関わっている（加藤 1995a,b；中村・深町 










（Kawamura and Murakami 1998; Ueda et al. 1995）。
























































岡山大学教育学部附属中学校 1 年生全 5 クラスを対






に年を縦方向に 6 月 1 日〜 7 月 31 日の日付をとって
日降水量の値が並べてある。
　附属中学校における授業では， 28 年分のデータを




























曲「Im wunderschönen Monat Mai」（美しい 5 月に）





　さて，3 〜 4 月には日本付近で周期的に温帯低気圧・
移動性高気圧が通過しやすい。加藤（2009）がその
教材例として提示した事例における気象の時系列に
も示されるように（第 3 図），（a） 移動性高気圧に覆







































































なる（第 5 図）（Kato and Asai, 1983；加藤 1989b；気
象庁 1991；大和田 1994）。
　第 4 図と同様な色塗りを 10 〜12月について行った
























































































































のあることも認識している。例えば，第 4 表の 2 つ
のオリジナルストーリーにおける背景の景色や春風
等の表現には，Ⅲ．3．で述べた春の移動性高気圧通






































































































































































































































題は 1 枚の紙に，一辺 3 ～ 4cm の正方形を横 4 列×









辺 2.7cm の正方形 20 個の枠を一つ印刷したＡ 4 判の
画用紙と，下描き用Ａ 4 判上質紙を一人一枚配布し，
日本の大手通信販売会社フェリシモ社が 1992 年に企
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日本の気候系を軸とする教育学部生への教科横断的授業について
　約 60 分で 29 名全員が作品を完成させた。表わそ
うとした季節についてのコメントを作品に記入させ，

















































































































（A）：◎（14 人），○（10 人），△（4 人）
（B）：◎（10 人），○（7 人），△（6 人），×（5 人）


























































（A）◎：9 人，○：1 人，△：3 人，×：3 人









































　　 味・関心の高まり（6 人。うち 4 名は，（A1）と
同じ記述を（B2）としてもカウント）
（C）気象・気候自体の興味・理解の深まり（計 16 人）
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日本の気候系を軸とする教育学部生への教科横断的授業について
Title:  Joint Activity of Meteorology with Music and Art through a class on the Climate System and its 
relation to the Variety of “Seasonal Feeling” around Japan in the Faculty of Education
Kuranoshin KATO （Graduate School of Education, Okayama University）
Haruko KATO （Faculty of Education, Gifu Shotoku Gakuen University）
Rikako Akagi （Graduate School of Education, Okayama University）
Abstract: 
  A trial of a class on the climate system and its relation to the variety of “seasonal feeling” around Japan 
was performed in the Faculty of Education of Okayama University, as the joint activity of meteorology 
with music and art.  Firstly, the characteristics of the climate system around Japan with the variety of 
the seasonal cycle under the great inﬂuence of the Asian monsoon were presented in this class.  Not only 
the rainy seasons called the Baiu and the Aki-Same （autumn rainfall）, but also the transition stages from 
autumn to midwinter （around November） and that from midwinter to spring （late February to early March） 
were studied in detail.  Next the expressions on the seasons in the Japanese school songs and pictures were 
examined, with attention to the variety of the seasonal cycle.  The results of the class were also reported in 
the present paper.
Keywords: Climate System and Seasonal Feeling around Japan, Joint Meteorological Education for Bachelor 
Students with Music and Art, Joint Activity of Science Education with Music and Art
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　平成 20 年度告示の小学校学習指導要領が平成 23 年度から完全実施される。従前のゆとり教育における分数指

















である。そのため、分数概念はそれまで第 3 学年で 1






























例えば、第 3 学年で 1 未満の分数について学ぶ。こ
のとき、分数の概念を形成できればよいが、不幸に
して習得不十分で落ちこぼれていても、第 4 学年で 1
を超える分数を学ぶ。このとき、スパイラル方式の分
数指導カリキュラムであれば、第 3 学年の 1 未満の


















































［第 2 学年］A 数と計算
（1）　 数の意味や表し方を理解し、数を用いる能力を
伸ばす
　オ　1 ／ 2，1 ／ 4 など簡単な分数について知ること






























































作を基にして、「きちんと 2 つに分けた　1 つ分」だと
言う。これを捉えて「二分の一」と言う数学的な表現



















の量ではなく、1L や 1 ｍといった普遍単位で表され
る量を基準量としている点である。
　1L の水や 1 ｍのテープを何等分かした大きさや
1L や 1 ｍで測定した時の端数部分の大きさを表す場
合用いられる分数が、「量分数」である。
　例えば、1 ｍを単位にして測定したときの端数の量が
あるとき、1ｍを 3等分した 1つ分の大きさを 1／ 3ｍ、
2 つ分を 2 ／ 3 ｍのように表す場合である。これらの
分数が量分数である。第 3 学年で、1 ／ 3 を取り扱うが、
1／ 2と比べて格段に抽象度が高くなっていることに注
意すべきである。第1に、3等分する操作（manipulation）
は、2 等分する操作と比べて格段に難しい。第 2 に、1










　圓井が下記の問題で 2010 年，12 月に、自分の学
校の第 5 学年、第 6 学年で調査したところ分割分数
から量分数への移行は良好でないことが分かった。




かどうかの正答率は、5 年生 55％、6 年生 58％であ
る。きちんと理由付けて正しく正誤選択した 5 年生





















　　0.2  …0.1 の　2 つ分
と捉えてきた。それと同様に




　量分数は、1L や 1 ｍを等分した幾つ分という
見方で分数を捉えるものである。この分数の捉え　
方には、限界がある。例えば、3 ／ 4L という分数は、
量分数の概念ではあり得ない概念である。それは子
どもにとって、1L を 3 等分した数量は 3 つ分までは
存在するけれども、4 つ分は存在しないからである。
これに対して数としての分数は、1 ／ 3 を単位にして
その 4 つ分なのでこのようなズレは生じない。











例えば、1 ÷ 3 ＝ 0.3333…となり、有限小数で表せ







量 b の 3 ／ 5 倍になっているとき、「a は b の 3 ／ 5」
と表す。このような分数を、「割合を表す分数」という。
割合を表す分数 3 ／ 5 は、単に割合を表しているの













きていない子どもが多いという課題がある。1 を 3 等

















スを 1 個の大きさは分数で表すと 1 ／ 6 である。
　しかし、正三角形のピースを 7 個取った場合、教
師の期待するように 7 ／ 6 と表すであろうか。残念





/b なのに文字式では ac/b となり、整合性がつかない
のである。
　要因は 2 つ考えられる。第 1 の要因は、正六角形









　1m のテープを 5 等分して 1 ／ 5m を作り、じゃん





　　第 1 次　1 を超える分数　　　　　3 時間
　　　第 1 時　1 を超える分数の表し方（本時）
　　　第 2 時　いろいろな分数
　　　第 3 時　仮分数と帯分数の関係
　　第 2 次　分数の足し算と引き算　　2 時間
　　第 3 次　数直線と等しい分数











　 　1 ｍを 5 等分して、その 1 つ分が 1/5 ｍであるこ
とを強く意識させる。









　 　そこで、じゃんけんゲームの結果、1 未満と 1 を
超える場合が生まれるので、まず、1 未満の場合を
取り上げて分数表現させ ､これを基にして 1 を超え
る場合を取り上げ､帰納的に考えさせるようにする。
　こうして、1 ／ 5m が 3 本で 3 ／ 5 ｍ、1 ／ 5m が
4 本で 4 ／ 5 ｍと分数で表した後、1 ／ 5 ｍが 6 本 ､7
本では分数でどのように表せばよいかを帰納的に考














C　 1 ／ 5 ｍです。理由は、1 ｍを 5 等分した 1 つ分
だからです。　　　　　　　　　　　　　　　









の持ち分のテープの本数を確認させ ､ 全部で何 m に
なるかを問いかける。1 ｍ未満は容易に分数で表現
できるが、1 ｍを超える 6 本、7 本分は ､ 分数でどう
表現してよいか戸惑っている危機的場面を取り上げ ､
本時の課題を設定させるようにする。
C　私は 4 本持っているので 4 ／ 5 ｍだわ
T　 そのようだね。相手の A さんは 6 本持っているけ
れど、何 m になるのですか。
　　困っているようだけど、どうしてかな？
意図的に 1 ／ 5m のテープが 6 本になり、それを分
数でどう表してよいのか戸惑っている A 児を指名し、
そのわけを言わせるようにする。







1 ／ 5m の 6 つ分のテープの長さを分数でどう表現す
ればよいかを考えさせる。結果だけでなく ､ どうし
てそう表現してよいのか ､ その根拠を既習の 1 未満
の分数の表し方を基礎にしてノートに記述させるよ
うにする。








　一般に ､ 個別指導は机間指導する中で ､ 個別にヒ
ントカードを与えたり、助言したりすることが多い。
　しかし、授業構想でも述べたように、指導者は 
1 ／ 5m が 3 本で 3 ／ 5 ｍ、1 ／ 5m が 4 本で 4 ／ 5 ｍ











　そこで、まず、1 ／ 5 ｍの 3 本分、4 本分の場合を
取り上げて説明させ ､ その根拠を、筋道を立てて ､
テープを使ってビジュアルに説明させるようにする。
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量としての分数から数としての分数への移行を図る分数指導の研究
C　B さんは ､3 本だから 3 ／ 5 ｍです。
　　このように ､1 ／ 5m の 3 本分だからです。
C　4 本分だと ､4 ／ 5m です。
　　わけは、1 ／ 5m の 4 本分だからです。




T　3 ／ 5 や 4 ／ 5 の分数について聞きますが、
　　「分子」の 3 や 4 は何を表しているのかな。
C　 （少し戸惑う）えーと。1 ／ 5 ｍのテープの本数
です。
C　分子は、幾つ分を表しています
T　では ､「分母」の 5 は何を表しているのかな。
C　（こちらの方が ､反応が鈍く ､挙手も少ない）
　　えーと。1 ／ 5 ｍの 5 です。
C　 単位になる分数の大きさを表していますこうし
て、分母・分子の表す意味を捉えさせた後、1／ 5ｍ
が 6 本、7 本の場合、分数ではどう表したらよい
かを説明し、伝え合う活動に移る。
C　Aさんが取った長さは 6／ 5ｍになると思います。
　　わけは、1 ／ 5m が 6 本だからです。
C　 6 ／ 5 ｍだと分母の 5 よりも分子 6 の方が大きく
なって、変です。そんな分数ってあるのですか。
T　 確かに ､ 分子の方が大きくなって変な感じがしま
すね。この表し方は間違いでしょうか。　　　　
それとも、これでよいのでしょうか。
C　 よいと思います。わけは、分母の 5 は 1 ／ 5 ｍの
5 を表し、分子の 6 は ､ テープの本数の 6 本を表
しているのだから、これでよいと思います。
C　 賛成。私も 3 ／ 5 ｍや 4 ／ 5 ｍのときと同じよう
に、分数の分母の 5 は 1 ／ 5 ｍを表し ､ 分子の 6
は 1 ／ 5 ｍのテープの本数を表しています。だか
ら、6 ／ 5 ｍと表すのは正しいと思います。
C　付け加えがあります。
　　1 ／ 5 ｍが 3 本で・・・3 ／ 5 ｍ
　　　　　　　4 本で・・・4 ／ 5 ｍ
　　　　　　　5 本で・・・5 ／ 5 ｍです。
　　これらと、同じように考えると、
　　1 ／ 5 ｍが 6 本で・・・6 ／ 5 ｍ






の 6 本分を 6 ／ 5 ｍと表せることを共通理解させた。
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黑﨑　東洋郎・圓井　大介
　長さは連続量であるが、1m を 5 等分して切り取ら










り、児童は既習の 1 未満の 1 ／ 5 ｍの 3 本分、4




の 1 未満の分数表現の仕方を拠り所に、1 を超え
る大きさを「1 ／ 5 ｍの　幾つ分」という考えで、





　授業中の発言の中にも「6 ／ 5 ｍなんて変です」が








　説明し、伝え合う活動においても、1 ／ 5 ｍが 3 本
分、4 本分を取り上げて分数表現させ、これを基礎に
して、6 本分、7 本分を帰納的に、形式不易の原理で

















ｍは説明できても 6 ／ 5 ｍは説明付かないのである。
　そこで、1 ／ 5 ｍのテープをじゃんけんゲームで取
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東洋館、2002．
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大会（品川）大会要項、「算数的活動を通して思
考力・表現力をどう育てるか」、2009．





A Study of Fraction Teaching for Changing it from as Quantity to as Number
The Course of study for elementary school notiﬁed in 2008 is enforced from 2011．
Fraction Teaching in relaxed education had been taught in a concentrative way．
It had taught concept of fraction in the fourth grade, and calculation of it in the sixth grade．Since it aims to 
enable students to acquire primary ／ basic knowledge and skills, new fraction teaching changes a method 
from a concentrative way to a spiral way．In this new curriculum，fraction teaching starts in the second 
grade．The most important problem for teaching concept of fraction is to change their image for fraction and 
teach concept of fraction not “as quantity” but “as number”．Thus, the study focuses on the problem how 
we should change our teaching from “fraction as quantity“ to “fraction as number ”in order for students to 
grasp “the concepts of fraction as number“ ,and reveals points for this teaching
practically and empirically．
Key words：concept of fraction，quantitative fraction, fraction as number，unit fraction
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　わが国における ESD の推進において、学校教育の果たす役割はきわめて大きい。したがって ESD の推進にあ
たって教員の役割は重要であり、教員養成段階においても効果的な ESD プログラムの提供が不可欠となる。岡
山大学においては、「ESD の理念をもち、学習指導力・生徒指導力・コーディネート力・マネジメント力の 4 つ
の教育実践力を身につけた反省的で創造的な教員」を教職ディプロマポリシーとする全学教職コア・カリキュラ





















































































































た 21 世紀 COE プログラム ｢ 循環型社会への戦略的
廃棄物マネジメント ｣7）などを足がかりとして、平
成 17 ～ 18 年度に実施された、魅力ある大学院教育























































































































































































































































































　授業後の Web Class を通じた課題として、日本
における他民族共生状況に関する文章を読みミニレ
ポートを作成する課題、および、受講生全員の第 4









　授業後の Web Class を通じた課題として、未来の
動向分析 24）に関する課題を課した。
　第 7 回授業　持続可能な世界の構築のための課題























　第 9 回授業・第 10 回授業　調査実習（6 月 5 日～
6 月 24 日実施）: 受講生が自ら調査協力を得た組織・
機関 1 箇所と、他の受講生が調査協力を得た組織・
機関 1 箇所の計 2 箇所でインタビュー調査を実施し、
調査結果をレポートにまとめさせた。


























とは（7 月 16 日実施）：持続可能な世界の構築の基
盤となる平和の問題について理解を深めさせるため、
ドキュメンタリービデオ教材を視聴させた。
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　最後に e-Learning システム（Web Class）につい
て言及する。上述のように今回の授業実践では、授
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育の 10 年」実施計画（平成 18 年 3 月）による。
4） たとえば、和田（2011）などがある。
5） 管見のところ、教員養成を念頭においた ESD プ
ログラムのうち、最も包括的かつ体系的なもの
は、ユネスコが作成したマルチメディア・プログ
ラム　Teaching and Learning for a Sustainable 






7） 平成 19 年度まで継続された。





background.html　2010 年 12 月 20 日検索）。
9） Regional Center of Expertise on ESD　の略称。
10） 岡山市は仙台広域圏とともに、2005（平成 17）
年 6 月に世界で初めての RCE に認定された。
2010 年末現在、世界で 62 箇所（日本国内 6 箇所）
の RCE が認定されている。
11） Promotion of Sustainability in Postgraduate 
Education and Research　の略称。
12） Interuniversity Network Supporting the 


























21） 当該ワークショップは、平成 21 年度特別配分経
費・学内ＣＯＥ教育支援経費「ESD 実践のため
の学校教員養成プログラムの構築」で開催した
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Title: A Research on the Program of the Education for Sustainable Development in Teacher Training: A Case 
Study of a Practice of "Integrated Study"
Tsutomu KAWADA (Graduate School of Education, Okayama University)




















































育実践』古今書院 , pp.169 ～ 175，2011



















































のは、昭和 22 年のことである。それから計 6 回の全
面改訂が行われており、平成 20 年告示の小学校学習
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小学校の音楽科における歌唱共通教材のあり方について
表 1、表 2 に見られる学習指導要領の変遷から、特徴
を 3 点挙げることができる。
1）年間に歌う曲数の変化
　昭和 33 年と昭和 43 年告示では、年間最低曲数が
それぞれ学年により異なるが、11 ～ 17 曲、11 ～ 18
曲と明記されているが、昭和 52 年と平成元年告示
では、11 ～ 16 曲「程度」という記述に変化し、平
成 10 年告示以降は曲数の指定は削除されている。平






























を各学年 4 曲中 3 曲選択して扱うように指示された。
選択する 3 曲の中には「わらべうた」や「日本古謡」











一方、昭和 52 年告示では消されていた唱歌 4 曲「か
たつむり」「茶つみ」「こいのぼり」「われは海の子」
が再び取り扱われるようになった。昭和 52 年告示で

























































































[ 目的 ]　 歌唱共通教材を児童がどのように捉えてい
るのかを探る。
[ 対象 ]　 岡山県内の I 小学校 1 年生～ 6 年生　　　




































 [ 使用楽譜 ]　　  
・ 初等科音楽教育研究会（2004）『改訂新版　初等科
音楽教育法　 学校教員養成課程用』 音楽之友社　
・ 教育芸術社（1998）『小学生の音楽 1 ～ 6 指導書　
伴奏編』
2．小学生への印象調査結果のまとめと考察
アンケート調査より、I 小学校の歌唱共通教材 24 曲
の傾向をまとめる（表 4）。
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②第 1 学年から第 4 学年までの曲について、児童は
歌詞（言葉）に関心をもつ傾向がある。










比較すると、第 5 学年及び第 6 学年の歌唱共通教材
には各々の曲の中で言葉の意味説明が非常に多いの
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Title: About Common Music Material for Music Class in an Elementary School
Hiromi ISHII （Marugame City Elementary School of Gunge）
Masako MUSHIAKI （Faculty of Education Okayama University）
Keywords: Elementary School, Common Music Material, Song, Teaching Guideline, Independently
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考えさせられた」）を 5 点，選択肢 2（例「どちらか
といえば考えさせられた」）を 4 点，選択肢 3「どち
らかといえば考えさせられなかった」）を 3 点，選択










年度と 2010 年度全体の平均値の t 検定の結果を示し














































































ある。2009 年度は他学部の受講生は 4 名（全受講者
中の 1.5％）であったが，2010 年度は，第 5 回目の
講座までの段階で 25 名（全受講者中の 12.0％）に増
えた。他学部の受講生としては，理学部・文学部が
























































































































































【岡山市立小学校長・2010 年 6 月 24 日実施】








































































































Development of “A Training Course to Cultivate the Abilities Required for Teachers,” a Program to
Bring on Teachers with a High Degree of Specialization and Practical Leadership – An Expansion of 
Functions of the Teaching Profession Counseling Room toward the Building of an All-Campus Course of 
Study for the Teaching Profession
Yasumichi MATSUBARA, Fumio YAMANE, Kiyoshi OGAWA, Eiji EGI, Kayoko SODA, 
Mitsuhiro YAMASAKI, Kazuhiko KASAHARA, Hiroshi TAKAHATA, Katsuhiko KIDA ※
（Center for Teacher Education and Development, Okayama University）
※（Research and Development Center for Educational Practice, Faculty of  Education, Okayama University 
: Predecessor of Center for Teacher Education and Development, Okayama University）
Keywords: abilities required for teachers, practical leadership capabilities, individuals currently serving as 

























　平成 15 年度に開設された教職相談室は、平成 20 年度から 2 名の教員が配置され、教職志望の学生の指導に当
たっている。論作文添削、集団討論、面接指導、模擬授業など、教員採用試験に関する指導を中心に様々な相談




教員採用試験に最終合格した学生の教職相談室の平均利用回数は 16.56 回であったのに対して、1 次試験のみ合










　平成 20 年度からは 2 名の教員が配置され、相談件
数も倍増した。平成 20 年度以降も年々利用者が増加
している。今年度の 4 月 1 日から 11 月 30 日までの
利用者は 3712 人であり、4 月から 11 月までの全て
の月において前年度の利用者数を上回っている。特

























































































































































































　平成 22 年 4 月 1 日から 11 月 30 日までの 244 日
間のうち、教職相談室の閉室日は 82 日であった。こ





















面接の指導が増えた。7 月下旬からは 2 次試験に備
えて模擬授業の回数が増えていった。教員採用試験 1
次の結果が発表される 8 月や 2 次試験の結果が発表
される 10 月には、進路や講師採用に関する相談も増
えた。










484 名（学部生 338 名、大学院生 95 名、養護教諭特
別別科 37名、特別支援教育専攻 14名）の内では、休学・
留学・9 月卒業・現職教員の学生 38 名と平成 22 年
度教員採用試験合格者 1 名と受験したかどうか分か
らない学生及び結果について報告がなかった 189 名
を除いた 256 名。それと、大学院 1 年生で受験した
20 名、他学部で受験した 15 名、既に卒業していて今
年度受験した 3 名の合計 294 名を分析の対象とした。
　教職相談室の利用回数については、平成 22 年 4 月




名を「2 次合格」群、1 次試験に合格したが 2 次以降










2 次合格群は 5.31 回の上昇、1 次合格群は 2.49 回の
上昇、不合格群は 0.24 回の上昇であった。不合格群
は少しの上昇であるが、2 次合格群と 1 次合格群は大
きく上昇している。特に 2 次合格群は約 1.5 倍上昇し
ている。
　本年度の各群の利用回数を比較すると、2 次合格群
と 1 次合格群では約 1.8 倍の差があり、1 次合格群と





　利用回数ごとの人数をみると、不合格群では 1 ～ 5
回が最も多く全体の 50.0％であり、0 回と 1 ～ 5 回
の利用者が全体の 78.4％であった。1 次合格群でも 1
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次合格群では 8 人（5.1％）、不合格群では 6 人（5.8％）
であった。
Ⅴ今後の展望と課題













回以上利用した学生は、2 次合格群では 23 人（15.5％）
であるのに対して、1 次合格群では 1 人（1.7％）、不
合格群では 0 人（0％）であった。ちなみに、最も多
く利用した学生の利用回数は 70 回であった。採用試








111 人を除く 373 人の中で、1 回でも教職相談室を利












  教員採用試験合格者の相談室平均利用回数は 16.56
回であるが、利用回数ごとの合格者数と不合格者数
を比較してみると、利用回数が 0 ～ 8 回では不合格
者が合格者を上回っているが、9 回以上では合格者が
不合格者を上回っている。まずは、論作文の指導や
DVD の視聴で 9 回以上の利用を働きかけていきたい。
それを 4 月まで続け、5 月の連休明けから集団討論や
面接などの指導を行い、試験実施日までに 16 回以上
の利用を実現するように働きかけていきたい。
　昨年度と比べて今年度は 10 月・11 月の利用者が
大幅に増加している。昨年度が 182 人で、今年度が





















Provision of guidance to students wishing to become teachers （3）: 
Status of how the Teaching Profession Consultation Ofﬁce is being used 
Kiyoshi Ogawa and Yasumichi Matsubara 
（Center for Teacher Education and Development, Okayama University）
Keywords:  Students wishing to become teachers, Teaching Profession Consultation Office, frequency of 
consultation, effects of guidance
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た。調査用紙は，平成 22 年 10 月 1 日付で対象学校
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いう自由記述の質問に対して，90 名中 76 名から回
答があった。このうち，質問の意図と異なる内容（謝
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Title : Cooperation between university and schools: A questionnaire survey
Fumio YAMANE　 （Center for Teacher Education and Development, Okayama University），Katsuhiko 
KIDA　（Research and Development Center for Educational Practice, Faculty of  Education, Okayama 
University : Predecessor of Center for Teacher Education and Development, Okayama University）







































































　表 1 は，ザクセン邦の学校教育法における第 4 条 2
項教育段階，第 6 条ミッテルシューレ，第 28 条就学
義務の期間と終了，第 34 条進路選択，第 37 条環境
教育である。表 2 は，ザクセン邦ミッテルシューレ
教育法施行規則における第 3 条取得希望修了証別の
授業，課程の選択，第 4 条課程の変更，第 9 条ギム
ナジウムへの転学である。











1．初等教育段階は，第 1 ～ 4 学年である
2．前期中等教育段階は，普通教育学校の第 5 ～ 10 学年であり，また夜間制ミッテルシューレを含む
3． 後期中等教育段階は，普通教育学校や職業教育学校の第11～12学年であり，また夜間ギムナジウム，コレー
クを含む。











（1） 就学義務は 2 つの区分からなる。第 1 は基礎学校か普通教育の支援学校の第 1 ～ 4 学年そして普通教育
の上級学校の就学（昼間制学校義務）。第 2 は，職業学校か対応する職業教育の特別支援学校の就学（職
業学校義務）。














（1） 第 7 学年から，ハウプトシューレ課程とレアールシューレ課程において希望修了証に従う授業（取得希
望修了証別の授業）がなされる。この外的多様化は，教科ドイツ語，数学，第 1 外国語，物理，化学で




（2） ハウプトシューレ課程は第 7 ～ 9 学年からなり，ハウプトシューレ修了証か上位のハウプトシューレ修
了証の取得に至る。




















なお，評語（評点）は，"sehr gut" （1）; 秀，"gut" （2）; 優，"befriedigend" （3）; 良，"ausreichend" （4）; 可，





















テルシューレとギムナジウムの第 5 ～ 10 学年の週授
業時間割表は，表 4，5 である。
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第 5 〜 7 学年には 2004 年 8 月 1 日
第 8 学年には 2005 年 8 月 1 日
第 9 学年には 2006 年 8 月 1 日



















　第 5 学年 ・・・7
　第 6 学年・・・12
　第 7 学年・・・16
　第 8 学年・・・ 21






第 5 ～ 7 学年には 2004 年 8 月 1 日
第 8 学年には 2005 年 8 月 1 日
第 9 学年には 2006 年 8 月 1 日














　第 7 学年 ・・・11
　第 8 学年・・・ 15
　第 9 学年・・・19
　レアールシューレ課程・・・ 24
　第 7 学年・・・ 24
　第 8 学年・・・ 28
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6 → 4 → 2 分野と減っているのに対して，物理では学










　ミッテルシューレにおける生物（第 5 ～ 10 学年）
と物理（第 6 ～ 10 学年）の一般教育への寄与の比較





















5 学年，第 1 学習分野：生命の特徴，2 時数である。
2 つの大項目と 3 つの中項目，計 5 つの項目から構成
されている。
　表 11 は，最後の例であり，ミッテルシューレ：第
10 学年，第 2 学習分野：国際化における生物学的問
題と生物学的研究 ，20 時数である。4 つの大項目と
計 8 つの中項目から構成されている。
対応して物理については，表 12 表 13 である。
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の数では，学年が上がるにつれて，6 → 4 → 2 分野と




















する研究，風間書房，1996 年 2 月，430 頁．
2） 田中賢二，中等教育学校における物理教育－ドイ
ツ・チューリンゲン邦の 8 年制ギムナジウムの場





4） Verfassung des Freistaates Sachsen  vom 27. 
Mai 1992 （SachsGVBl. S. 243）.
5） Schulgesetz für den Freistaat Sachsen（SchulG） 
Vom 3. Juli 1991 （SGVBl. Nr. 15 S. 213; SABl. 
Nr. 1.
6） Verordnung des SMK über Mittelschulen 
i m  F r e i s t a a t  S a c h s e n  u n d  d e r e n 
A b s c h l u s s p r ü f u n g e n  （S c h u l o r d n u n g 
Mittelschulen Abschlussprüfungen – SOMIAP） .
7） S ä c h s i s c h e s  S t a a t s m i n i s t e r i u m  f ü r 
Kultus ,Lehrplan Mitte lschule  Bio log ie 
2004/2009.
8） S ä c h s i s c h e s  S t a a t s m i n i s t e r i u m  f ü r 
K u l t u s , L e h r p l a n  M i t t e l s c h u l e  P h y s i k 
2004/2009.





Analysis of Biology Education at Mittelschule in Saxony,a New State of Germany
―Based on the Course of Study―
TANAKA Kenji ＊ , KOZENI Ayaka ＊＊
Okayama University＊ , Graduate School of Education, Okayama University＊＊
Keywords: Germany, Saxony, Mittelschule（middle school）, Biology Education, Course of Study
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  〔要旨〕ほぼ半世紀の間に出されてきた 6 つの中学校学習指導要領に注目し , 授業時間数は , 昭和 33・44 年度告
示の間で増加し , その後 , 平成 10 年度告示まで一貫して減少し , 平成 20 年度告示に至り , 昭和 52 年度告示の値
に近づいている。目標表現では ,「知る」が昭和 33 年度告示に非常に多く , 昭和 44・52 年度告示にはなく , 平成元・
10・20 年度告示に至って少し使われ , 内容項目では ,「遺伝」が昭和 33・44 年度告示にあり , 昭和 52・平成元・
10 年度告示にはなく , 平成 20 年度告示に至って再び指示されている , などの変遷を見出した。中学校における
生物教育の半世紀にわたる変遷は , 黎明・混迷・再興の過程を経ているといえる。













20 年度告示のほぼ半世紀の間に告示されてきた 6 つ




　表 1 は , ほぼ半世紀の間に出されてきた 6 つの中学
校学習指導要領における構成の変遷である。





・ 第 2 編では , 昭和 33 年度告示が「各学年・・・」であっ
たのに対して , 他は「各分野・・・」に変わっている。
・ 第 3 編では , 昭和 33 年度告示が「・・・作成・・・
および学習指導の方針」であったのに対して , 昭和











　平成 20 年度告示に至り , 理科の授業時間数は昭和
33 年度告示や昭和 44 年度告示の値に近づいている。





11.indd   106 11.3.8   2:43:10 PM
─ 107 ─
日本の中学校における生物教育の歴史的分析　－学習指導要領に基づいて－
　生物分野の授業時間数は , 平成 20 年度告示に至り ,
昭和 52 年度告示の値に近づいている。（110 → 108）
生物分野以外の授業時間数は , 平成 20 年度告示
に至り , 昭和 44 年度告示の値に近づいている。
（275 → 280）
  （図 1 で示したように）昭和 33 年度告示と昭和





分野の授業時間数の減少（140 － 79 ＝ 61）は生物分
野以外の授業時間数の減少（280 － 236 ＝ 44）より
も大きい（61>44）。
Ⅱ .3　目標の変遷
　表 2 は , ほぼ半世紀の間に出されてきた 6 つの中学
校学習指導要領理科における目標の変遷である。
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　目標の区分数は , 昭和 33 年度告示で 5 つ , 昭和 44
年度告示で 3 つ , 昭和 52 年度告示以降で 1 つである。
理解 , 能力 , 態度という表現はどの年度においても出
てくる。
　実験 , 観察という表現は昭和 44 年度告示以外には
あるが , 実験 , 観察の上位概念として「科学の方法」
にとってかわっている。
Ⅲ　中学校における生物教育
　まず , 理科の分野別 , 学年別目標に注目し ,「生命」
に関わった部分を抜粋すれば表 3 である。
　生命は昭和 33 年度告示以外最後である（4）に示
され , 平成 20 年度告示は 2 度示され ,「生命の尊重」,
「生命の連続性」が謳われている。
　「生命の連続性」に関連してこれを担う実体は
DNA とみなし追加分析を行った。（第 2 分野の）内




　図 3 は , 第 2 編におけるいわば第 2 章「内容」の指
示において ,4 分野（物理 , 化学 , 生物 , 地学）が特定
できる段階の項目数に注目し , 生物分野の割合（％）：
生物分野 / 全分野を求め , その変遷を示している。








位 , 文）の変遷を示せば , 図 4 となる。
・ 昭和 33 年度告示から昭和 52 年度告示にかけて減少
し , 以降は大きな変化はない。
Ⅲ .2 分析
 　まず , 昭和 33 年度告示の最小要素数は 65 文で
あり他の年度と異なり複文であったので単文に分
け , 一方その他の年度はコンマと句点とコロンで分
け , 合計 628 のデータを得た。
　次に , 目標表現（行為要素）と内容項目とに注目
し要素抽出を行い , 目標表現として 477 要素 , 内容
項目として 1113 要素を得た。
Ⅲ .2. ①　目標表現（行為要素）
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・ 「知る」「調べる」の使用は , 昭和 33 年度告示は非
常に多く（数十回）あるのに対して , 昭和 44 年度
告示と昭和 52 年度告示はなく（0 回）, 平成元年度
告示以降は少し（数回）使われている。






・ 「認識する」「保全する」の使用は , 平成 10 年度告
示以降であった。
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・ 昭和33年度告示における「コケ類 ,シダ類」の学習は ,





・ 生物の基本単位が細胞であるという学習は , 昭和 33
年度告示には求められていない。
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Historical Analysis of the Biology Education in the Japanese Lower Secondary School
―Based on the Course of Study―
KOZENI Ayaka ＊ , TANAKA Kenji ＊＊
Graduate School of Education, Okayama University ＊ , Okayama University ＊
Keywords: Japan, Lower Secondary Level , Biology Education, Historical Analysis, Course of Study
・ 昭和 33 年度告示は分類上の微生物を学習し , 昭和




　本研究の目的は , ほぼ半世紀の間に出されてきた 6
つの学習指導要領に注目し , 日本の中学校における生
物教育の変遷をまとめることであった。
　中学校理科の生物分野の授業時間数は , 昭和 33 年
度告示から昭和 44 年度告示で増加し , 昭和 44 年度
告示から平成 10 年度告示まで一貫して減少し , 平成
20 年度告示に至り , 昭和 52 年度告示の値に近づいて
いる。
　中学校理科の生物分野の内容における目標表現に
注目すれば , 例えば ,「知る」が昭和 33 年度告示に非




すれば , 例えば ,「遺伝」の指示が昭和 33・44 年度
告示にあり , 昭和 52・平成元・10 年度告示にはなく ,
平成 20 年度告示に至って再び指示されているという






　目標表現に注目すれば , 例えば ,「見いだす」こと
や「関連付けてとらえる」が平成に入って多く見ら
れたことに , 目標表現の平成に入ってからの新しさを
見つけることができた。さらに , 理科の分野別 , 学年









1） 大蔵省 , 中学校・学習指導要領各教科改訂案 , 帝
国地方行政学会 , 昭和 33 年．
2） 文部省 , 中学校学習指導要領（昭和 47 年 4 月 1
日施行）, 大蔵省印刷局 , 昭和 44 年．
3） 大蔵省 ,（新）中学校学習指導要領 , 大蔵省印刷局 ,
昭和 52 年．
4） 大蔵省 , 中学校学習指導要領 , 大蔵省印刷局 , 平成
元年．
5） 大蔵省 , 中学校学習指導要領 : 平成 10 年 12 月 ,
大蔵省印刷局 , 平成 10 年．
6） 文部科学省 , 中学校学習指導要領解説理科編 , 大
日本図書 , 平成 20 年 .
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平成22年度　岡山大学教師教育開発センターの活動状況の概要
所在地：
　住　　　所 ： 〒 700-8530　岡山市北区津島中 3 － 1 － 1 （津島キャンパス）
   〒 703-8281　岡山市中区東山 2 － 17 － 4　（教師教育開発センター東山ブランチ）
　電話／ FAX ： 086-251-7728 ／ 086-251-7586（いずれも津島キャンパス）
　Ｕ　 Ｒ　 Ｌ ： http://cted.ed.okayama-u.ac.jp/index.html








（1）第 1 回講座（2010 年 5 月 19 日実施）　参加者 60 名
　　テーマ：「学校における食育推進」
　　講　師：岡山市立野谷小学校　坂根清貴　校長
（2）第 2 回講座（2010 年 6 月 16 日実施）　参加者 58 名　
　　テーマ：「伝え合う力の育成」
　　講　師：岡山市立雄神小学校　岡　茂利　校長
（3）第 3 回講座（2010 年 7 月 28 日実施）　参加者 35 名
　　テーマ：「情報教育」
　　講　師：岡山市立上道中学校　荒尾真一　前校長
（4）第 4 回講座（2010 年 10 月 27 日実施）　参加者 24 名
　　テーマ：「外国語教育」
　　講　師：岡山市立岡輝中学校　川上信子　教諭
（5）第 5 回講座（2010 年 12 月 1 日実施）　参加者 31 名
　　テーマ：「理数教育の充実」
　　講　師：岡山市立伊島小学校　平野和司　校長
センター長（併） 教　　授 加 賀 　 勝 mkaga@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7670
副センター長（併） 教　　授 高 橋 香 代 kayosan2@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7699
副センター長 特任教授 山 根 文 男 fumio@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7733
　教師教育開発部門　 准 教 授 山 﨑 光 洋 mitsuhir@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7730
　教師教育開発部門 准 教 授 笠 原 和 彦 kazu-kas@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7731
　教師教育開発部門 准 教 授 髙 旗 浩 志 takah-h@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7752
　　　教職支援部門 特任教授 松 原 泰 通 kyoshoku@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7660
　　　教職支援部門 特任教授 小 川 　 潔 kiyoshio@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7660
教職コラボレーション部門 特任教授 山根文男（再掲） fumio@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7733
教職コラボレーション部門 特任教授 江 木 英 二 egi-e@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7658
教職コラボレーション部門 特任教授 曽 田 佳 代 子 soda-k@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7653
理数系教員養成事業部門 特任教授 安 原 洋 二 yasuh-y@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7609
理数系教員養成事業部門 特任教授 荒 尾 真 一 arao-s@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7609
事務職員 熊澤知子，福原香織，吉田紀子，安延政宏，守安靖子
12.indd   1 11.3.8   2:43:46 PM







































12.indd   2 11.3.8   2:43:46 PM
d）教職支援部門 ･･･ 教員志望学生に対する教員採用試験受験のための相談・指導業務

































　① 平成 22 年度日本教育大学協会全国教育実習研究部門　第 24 回総会・研究協議会





4 年生 3 年生 2 年生 1 年生 2 年生 1 年生 別科／OB
 利用者総数 3117 245 4 1 76 91 408 3942
新規利用者総数 198 101 3 1 18 21 75 417










　　・開 催 日：平成 22 年 9 月 17 日（金）9:30 ～ 18:00
　　・場　　所：三重大学　総合研究棟Ⅱ
　　・内　　容： 総会，講演「多文化共生の時代における ICT 児童国際交流－三重大・京大・マレーシアサラワ
ク大学事例紹介」，全体会，部門研究会
　②平成 22 年度　日本教育大学協会　全国教育実習研究部門　第 24 回総会・研究協議会














　　平成 20-22 年度  2,100,000 円
　②山﨑光洋「小学校理科における児童の「予測と推論」に関する研究」（基盤研究（C））
　　平成 22-24 年度  2,200,000 円
b）センター専任教員あるいはセンターとして受給した学内科研
　①学長裁量経費：「高度な専門性と実践的な指導力を有する教師の育成プログラムの開発（2）　




　①大学教育推進 GP「総合大学が担う特色ある教員養成の質保証」平成 21-23 年度
　②（独）科学技術振興機構「理数系教員養成拠点構築事業」平成 22-25 年度　　　
将来構想
　平成 21 年度文部科学省大学教育推進 GP に本学から申請した「総合大学が担う特色ある教員養成の質保証」の
採択を受け，従前の「附属教育実践総合センター」を改組し，全学組織として「教師教育開発センター」を本年
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度 4 月に設置した。現在，総合大学における特色ある教員養成の質を保証し，かつこれを高めるために，教育行政・
学校現場と連携した全学的取組体制を整備するとともに，全学教職コア・カリキュラムを構築しその運用を進め
ているところである。併せて平成 22 年度より採択の CST 事業に基づき，理数系教員養成事業部門を立ち上げた。
岡山大学教師教育開発センター紀要に関する要項
　（趣旨）
第 1 条 この要項は，岡山大学教師教育開発センター





第 2 条 紀要の名称は，「岡山大学教師教育開発セン
ター紀要」（以下「紀要」という。）とする。
　（内容）






第 4 条 紀要の発行は，原則として，年 1 回とする。
　（紀要編集委員会）






















第 7 条 原稿執筆要領については，委員会にて別に定
める。
　（投稿原稿の提出及び校正）
第 8 条 投稿原稿の提出にあたっては，原稿執筆要領
に従い，別に定める投稿申込書を添付し，教育学
系事務部（以下「事務部」という。）に提出する。









第 10 条 紀要に掲載された論文の著作権（電子化・公
開化することを含む。）はセンターに帰属する。
　（その他）
第 11 条 抜刷は論文 1 編につき 30 部までをセンター
共通経費負担とするが，これを超える部数につい
ては，投稿者負担とする。
第 12 条 この要項に定めるもののほか，紀要の刊行に
関し，必要な事項は，委員会において決定する。
　附 則
　この要項は，平成 22 年 11 月 29 日から施行し，平
成 22 年 11 月 1 日から適用する。




ト，23 字× 45 行，2 段組，10 ページ以内とする。マー
ジンは，上 30mm，左右・下 25mm とする。英文論































































注 3  原稿を納めた電子媒体（フロッピーディスク，
CD-R，USB メモリ等）を郵送する場合，ディ
スクの保護に留意してください。
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